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胞分化のマスター因子である coilded-coil タンパク質  multicilin と転写因子 foxj1 の発
現が減少し、イオノサイト形成や多繊毛細胞形成が抑制された。これらの結果は
mab21-l3 が多繊毛細胞とイオノサイトの形成を共通に制御する因子であることを示唆
している。また、Notch Intracellular Domain（NICD）の過剰発現により Notch シグナ
ルを活性化させたところ、mab21-l3 の発現が抑制された。NICD の過剰発現は multicilin




NICD を過剰発現させると、Mab21-l3 の発現が抑制された。shRNA による Mab21-l3
のノックダウンは、気道上皮細胞の多繊毛細胞分化を阻害した。これらは、多繊毛細胞
分化における mab21-l3 の機能が哺乳類でも保存されていることを示唆している。本研究
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